
© 2021 Mizuho-DL Financial Technology Co., Ltd.1

基本的評価手法について

企業が開示するESG/サステナ情報と株価パフォーマンスとの関連等
をもとに広義にサステナビリティに関連する項目を選定

※定性評価のバイアスを排除して、原則として“開示情報”のデータ処理のみで計算

•数値化情報は順序化してスコア化
• Yes/No 判定情報も一定の正規化によりスコア化
•一部の項目はネガティブチェックに利用

→上記で定めたESG テーマごとのスコアを算定

各テーマスコアに対して業種ごとのマテリアリティを考慮した加重
ウェイト※で総合的な ESGスコアを算定

サステナスコアは、ESGの評価項目別に企業のサステナへの取り組み度合いを数値化することで、運用商品およびポート
フォリオにおけるE/S/Gのバランスを可視化します。

気候変動
自然資源の枯渇
汚染と廃棄物
環境に対する機会
環境に関するｻﾌﾟﾗｲﾁｪｲﾝ
環境ガバナンス 等

データ項目選定

項目スコア・
テーマ別スコア

算定

総合スコア
※加重のウェイトについては
（１）グローバル基準やベンダーの業種ごとのテーマウェイト
（２）業種ごとのサステナビリティテーマと企業価値の関係の結果から業種ごとに決定

人的資源
製品サービスへの責任
人権
社会課題への機会
社会に関するｻﾌﾟﾗｲﾁｪｲﾝ

 等

企業ガバナンス
企業行動 等

E：環境関連項目 S：社会関連項目 G：ガバナンス関連項目
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